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はじめに 

 
本書は、平成２６年１０月２９日(水)午後に開催された、富山大学全学ＦＤ研修会『全

学ＦＤ２０１４』の概要報告書です。 
 
本学では、平成２２年に大学教育支援センターを設置したことを契機に、従来、各

部局で展開されてきたＦＤ活動の発展に寄与することを目的として、全学ＦＤタスク

チームを中心にして、平成２４年以降、毎秋「全学ＦＤ研修会」を開催し、今回が３

回目にあたります。タスクチーム内に設けた全学ＦＤ推進ワーキンググループで、部

局のＦＤにはない特徴ある内容となるよう中身を練り、鋭意、準備を進めるとともに、

学生を含めた幅広い参加を求めて今年度も開催しました。 

基調講演者としては、本学と同様な日本海側の総合大学の山形大学で、長年、全学

ＦＤの中心的役割を果たし、自らも学生の主体的な学びを実践的に追究し続けてこら

れた小田隆治氏を御招きし、山形大学の多様なＦＤ実践の一端を話題提供して頂きま

した。その後、小グループに分かれたグループ討議がなされましたが、小田先生には

グループ討議にも加わって頂き、その後の全体討議でも熱弁を振るわれました。さら

に、後日寄せられた質問にも丁寧に回答して頂いたと伺っています。深く御礼申し上

げます。 

中教審答申『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、

主体的に考える力を育成する大学へ～』(平成２４年８月)で強調された「学修の質保

証」と「学修の継続性」の実現のための「大学教育の質的転換」は、その重要性は理

解できるものの、日々の教育実践の中で、それをどう実現していくかに苦労しておら

れる教員が少なくありません。また、その実現のために職員として何をなすべきかを

模索しつつなかなか前進できない人も少なからずおられます。そういう教職員が一堂

に会し、大学教育の在り方に関心を寄せる学生も含めて、学部を越えて積極的にフラ

ンクに意見交換するこの全学ＦＤが大きな意義を持つことは間違いありません。本報

告書に採録したグループワークシートを御覧になると、当日の熱気あふれる議論の様

子が垣間見られると思います。当日御参加頂けなかった方、あるいは時間の都合で基

調講演のみに参加された方にも雰囲気が少しでも伝われば幸いです。 

今後、このような「全学ＦＤ研修会」での成果が全学に浸透し、教育改善に繋がる

事を願っています。 

 

最後になりましたが、今回の企画を準備されたＦＤタスクチーム、特に全学ＦＤ推

進ワーキンググループとして御尽力頂いた委員各位並びに学務課の職員各位、また積

極的に御参加いただいた教職員、学生の皆さんにも厚くお礼申し上げます。 
 
 
                  富山大学 理事・副学長 

大学教育支援センター長 
                             平井 美朗 
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“北の情熱改革人”小田隆治と語ろう 

全学ＦＤ２０１４ 

プログラム 

 

10月 29 日(水)  １３：３０～１６：４０ 

   五福 共通教育棟 Ｃ１１教室ほか 

 

 

  13:30～13:35 開会の挨拶…平井センター長 

  13:35～14:35 基調講演 小田隆治氏 

   現在、山形大学地域教育文化学部教授 教育開発連携支援センターＦＤ支援部門長 

   講演タイトル：自由・公開・共有を柱とした学生主体型授業とＦＤ 

【講演要旨】 

私は 2000年から山形大学の FD活動に関わってきました。2000年にはいわゆる「学

生による授業評価」を学内に導入しました。「学生による授業評価」の結果を一覧表に

まとめ、学生掲示板で公開しました。この方式は現在、東日本の大学間連携組織「FD

ネットワーク “つばさ”」の加盟校にも広がっています。我々は既存の授業の改善だ

けでなく、新規の授業法にも挑戦してきました。それが学生主体型授業です。しかし、

学生主体型授業の型を他大学に押し付けようとは思っていません。しかし、それぞれ

の教員が伝統的な授業法に固執することなく、自分の授業法にチャレンジして欲しい

とは考えています。このような山形大学の FDの取組を具体的にお話します。 

  14：35～14：45 移動（小休憩を兼ねる） 

  14：45～15：30 グループ討議（約 45分） 

   事前申し込みがない当日参加の方は適宜振り分けます。 

   基調講演者の小田先生もグループ討議に加わられます。 

  15：30～15：40 移動（小休憩を兼ねる） 

  15：40～16：30 全体討議 

  16：30～16：35 閉会の挨拶：佐藤副センター長 

  16：35～16：40 アンケート記入 
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参加者名簿 
●…グループ討議のファシリテーター 

教員 

№ 職名 氏名（ふりがな） 
基調 
講演 

討議 懇談 

１ 理事・副学長 平井 美朗（ひらい よしろう） ○ × ○ 

２ 人文学部教授 佐藤 裕（さとう ゆたか） ○ ○ ○ 

３ 人文学部教授 末岡 宏（すえおか ひろし） ○ × × 

４ 人文学部教授 大工原 ちなみ（だいくはら ちなみ） ○ × × 

５ 人文学部教授 恒川 正巳（つねかわ まさみ）● ○ ○ × 

６ 人文学部准教授 入江 幸二（いりえ こうじ） ○ × × 

７ 人文学部准教授 上保 敏（じょうほ さとし）● ○ ○ ○ 

８ 人間発達科学部准教授 久保田 真功（くぼた まこと）● ○ ○ × 

９ 人間発達科学部准教授 林 衛（はやし まもる） ○ ○ × 

１０ 経済学部教授 志津田 一彦（しづた かずひこ） ○ × × 

１１ 経済学部教授 髙田 寛（たかだ ひろし）● ○ ○ × 

１２ 経済学部准教授 大坂 洋（おおさか ひろし） ○ ○ × 

１３ 理工学研究部（理学）教授 田中 大祐（たなか だいすけ） ○ ○ × 

１４ 理工学研究部（理学）教授 柘植 清志（つげ きよし） ○ ○ × 

１５ 理工学研究部（理学）教授 永井 節夫（ながい せつお） ○ × × 

１６ 理工学研究部（理学）教授 渡邊 了（わたなべ とおる） ○ ○ × 

１７ 理工学研究部（工学）教授 黒澤 信幸（くろさわ のぶゆき） ○ × × 

１８ 理工学研究部（工学）教授 豊岡 尚樹（とよおか なおき）● ○ ○ × 

１９ 理工学研究部（工学）准教授 會田 哲夫（あいだ てつお） ○ × × 
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№ 職名 氏名（ふりがな） 
基調 
講演 

討議 懇談 

２０ 医学薬学研究部（医学）教授 谷井 一郎（たにい いちろう） ○ × × 

２１ 医学薬学研究部（医学）准教授 坪田 恵子（つぼた けいこ） ○ × × 

２２ 医学薬学研究部（医学）准教授 吉井 美穂（よしい みほ） ○ × × 

２３ 医学薬学研究部（医学）助教 野上 睦美（のがみ むつみ） ○ × × 

２４ 医学薬学研究部（医学）助教 山口 容子（やまぐち ようこ） ○ × × 

２５ 医学薬学研究部（薬学）教授 松谷 裕二（まつや ゆうじ） ○ × × 

２６ 芸術文化学部教授 長柄 毅一（ながえ たけかず） ○ ○ × 

２７ 芸術文化学部教授 野瀬 正照（のせ まさてる） ○ ○ × 

２８ 芸術文化学部教授 林 曉（はやし さとる）● ○ ○ × 

２９ 芸術文化学部准教授 沖 和宏（おき かずひろ） ○ ○ × 

３０ 芸術文化学部講師 平田 昌輝（ひらた まさき） ○ ○ × 

３１ 大学教育支援センター教授 橋本 勝（はしもと まさる） ○ ○ ○ 
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職員 

№ 職名 氏名（ふりがな） 
基調 
講演 

討議 懇談 

１ 人文学部総務課係長 光地 浩和（こうち ひろかず） ○ × × 

２ 人文学部総務課係長 本多 了（ほんだ さとる） ○ × × 

３ 人文学部総務課事務職員 高木 真樹子（たかぎ まきこ） ○ × × 

４ 人間発達科学部総務課係長 浦島 布美子（うらしま ふみこ） ○ × × 

５ 人間発達科学部総務課主任 村上 まゆみ（むらかみ まゆみ） ○ × × 

６ 人間発達科学部総務課事務補佐員 佐藤 末知子（さとう みちこ） ○ × × 

７ 経済学部総務課係長 竹内 由利（たけうち ゆり） ○ × × 

８ 経済学部総務課事務職員 竹垣 美里（たけがき みさと） ○ × × 

９ 経済学部総務課事務職員 三田村 仁美（みたむら ひとみ） ○ × × 

１０ 理学部総務課主任 鳥海 衣美子（とりうみ えみこ） ○ ○ × 

１１ 理学部総務課事務職員 濵田 紫織（はまだ しおり） ○ ○ × 

１２ 理学部総務課事務補佐員 川辺 美夕紀（かわべ みゆき） ○ × × 

１３ 工学部総務課係長 織田 世起（おだ せいき） ○ × × 

１４ 工学部総務課事務職員 松原 宗士（まつばら しゅうじ） ○ ○ × 

１５ 工学部総務課技術専門職員 桐 昭弘（きり あきひろ） ○ ○ × 

１６ 医薬系学務課学部教務チーム係長 沼田 高志（ぬまた たかし） ○ × × 

１７ 医薬系学務課大学院教務チーム事務職員 山本 みゆき（やまもと みゆき） ○ × × 

１８ 医薬系学務課学生支援チーム主任 林 成剛（はやし せいごう） ○ × × 

１９ 医薬系学務課学生支援チーム事務職員 立浪 勢津子（たちなみ せつこ） ○ × × 

２０ 芸術文化学部総務課課長補佐 森田 智（もりた さとし） ○ ○ × 
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№ 職名 氏名（ふりがな） 
基調 
講演 

討議 懇談 

２１ 芸術文化学部総務課係長 金森 美枝子（かなもり みえこ） ○ × × 

２２ 学務部長 清水 博人（しみず ひろと） ○ × × 

２３ 学務部参事 新出 信幸（しんで のぶゆき） ○ × × 

２４ 学務部付 村田 美憲（むらた みのり） ○ × × 

２５ 学務部学務課長 大野 昭彦（おおの あきひこ） ○ × ○ 

２６ 学務部学務課課長補佐 出村 昭宏（でむら あきひろ） ○ × × 

２７ 学務部学務課課長補佐 波間 雄司（はま ゆうじ） ○ × × 

２８ 学務部学務課学務企画チーム係長 寺島 裕一（てらじま ゆういち） ○ × × 

２９ 学務部学務課学務企画チーム主任 横山 雅彦（よこやま まさひこ） ○ ○ ○ 

３０ 学務部学務課学務企画チーム事務職員 塩沢 直也（しおざわ なおや） ○ ○ ○ 

３１ 学務部学務課学務企画チーム事務補佐員 中田 麻里奈（なかだ まりな） ○ × × 

３２ 学務部学務課学務企画チーム事務補佐員 山﨑 希（やまざき のぞみ） ○ × × 

３３ 学務部学務課修学支援チーム事務補佐員 堀 奈緒子（ほり なおこ） ○ × × 

３４ 学務部学生支援課長 寺林 忠男（てらばやし ただお） ○ × × 

３５ 学務部学生支援課学生支援チーム係長 城村 浩司（じょうむら ひろし） ○ × × 

３６ 学務部学生支援課学生支援チーム主任 大町 雄介（おおまち ゆうすけ） ○ × × 

３７ 学務部学生支援課学生支援チーム事務職員 戸田 麻里江（とだ まりえ） ○ × × 

３８ 学務部入試課長 伊藤 文雄（いとう ふみお） ○ × × 

３９ 学務部入試課課長補佐 永田 義則（ながた よしのり） ○ × × 

４０ 学務部入試課係長 高木 晃（たかぎ あきら） ○ × × 

４１ 学務部入試課主任 清野 健生（せいの たけお） ○ × × 
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№ 職名 氏名（ふりがな） 
基調 
講演 

討議 懇談 

４２ 学務部就職支援課課長補佐 武田 正夫（たけだ まさお） ○ × × 
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学生 

№ 所属 氏名（ふりがな） 
基調 
講演 

討議 懇談 

１ 人間発達科学部４年 井上 裕也（いのうえ ゆうや） ○ ○ × 

２ 人間発達科学部４年 加賀見 尚子（かがみ なおこ） ○ ○ × 

３ 人間発達科学部３年 久保 卓也（くぼ たくや） ○ ○ × 

４ 理学部２年 軽尾 浩晃（かるお ひろあき） ○ ○ × 

 
教員３１名（内訳：基調講演のみ出席１４名、基調講演・グループ討議参加１７名） 
職員４２名（内訳：基調講演のみ出席３５名、基調講演・グループ討議参加 ７名） 
学生 ４名（内訳：基調講演のみ出席 ０名、基調講演・グループ討議参加 ４名） 
計 ７７名（内訳：基調講演のみ出席４９名、基調講演・グループ討議参加２８名） 
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基調講演 

 

自由・公開・共有を柱とした 

学生主体型授業とＦＤ 

 

 

 

山形大学地域教育文化学部教授、教育開発連携支援センターＦＤ支援部門長 

 

小田隆治氏 
 

 

・理学博士 

・山形大学理学部卒、筑波大学大学院博士課程生物科学研究科修了 

・北里大学医学部助手、山形大学教養部助教授を経て現職。 

・大学間連携組織「ＦＤネットワーク＂つばさ＂」の運営協議会委員長 
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【基調講演要旨】（要約は人文学部 上保准教授） 

 
基調講演では、大学をめぐる昨今の状況について解説があった後、山形大学で行われて

いる FD の概要やいくつかの具体的な事例の紹介、また、それらに対する講演者の見解な

どが示された。 
1. 山形大学の FD の特徴 
山形大学の FD は、教育改善、特に授業改善を目指しており、その特徴は、公開、共有、

実践であると言うことができる。 
2. 学生による授業評価アンケート 
学生による授業評価アンケートは、実施すること以上にアンケート結果の集計方法とそ

の公開方法が重要である。そのため、その集計結果を全教員に公開し、組織の中での自分

の位置付けを把握できるようにしている。 
3. 公開授業と検討会 
授業改善のためには、自助努力とピアレビューが必要である。山形大学では、授業者と

参観者の双方の授業改善を目的として、公開授業と検討会を実施している。 
4. FD の大学間連携 

FD の相互研鑽を目的に、平成 20 年度に東日本広域(北海道・東北・関東)の 51 校の大

学間連帯組織「FD ネットワーク“つばさ”」を組織している。 
5. 学生主体型の授業 
学生主体型授業は、学生が主体的に考え、行動できることを目的とした授業である。ま

た、学生主体型授業は教員主体型授業であるので、教員が型にはまらない授業、専門性、

教員の能力・経験・個性に応じた授業を実践すべきである。 
6. 地域との連携 
エリアキャンパスもがみ現地体験宿泊型授業を、平成 18 年度より教養養育の正規の授

業として実施している。各市町村から出されたプログラムに基づいて事業を設計して実施

し、地域社会との連携を深めている。学生の評価もたいへん高い。また、大学間連携の事

業を立ち上げ、こうした事業を全国規模に拡大発展をしている。 
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グループ分け一覧 

 

できるだけ学部や職位が分散するよう組み合わせていただきました。この機会を通じて他学部の方と交流し、同

じ富山大学の仲間として問題を共有したり相互理解を深めたりしてください。 

なお、申し込み段階で「基調講演のみ」と申し出られている方は、下記の名簿には名前はありません。予定が変

わってグループ討議に参加なさりたい方は、基調講演が終わるまでに受付で申し出てください。 

●印は各グループのファシリテーターです。全学ＦＤタスクチームの構成員にお願いしています。 

 

Ａ（Ｅ２１教室）          Ｂ（Ｅ２２教室）          Ｃ（Ｅ２３教室） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ（Ｅ３１教室）          Ｅ（Ｅ３２教室）          Ｆ（Ｅ３３教室） 

 

人発：人間発達科学部 芸文：芸術文化学部 大セ：大学教育支援センター 

 

参考：グループ討議事前申込者数（及び全事前申込者数） 

教員１７名（ほかに基調講演のみ参加１４名を加え３１名） 

職員 ８名（ほかに基調講演のみ参加３４名を加え４２名） 

学生 ５名 

計 ３０名（ほかに基調講演のみ参加４８名を加え７８名） 

山形大 教授 小田 隆治 

人発 ３年 久保 卓也 

●経済 教授 髙田 寛 

理 主任 鳥海 衣美子 

芸文 准教授 沖 和宏 

芸文 課長補佐 森田 智 

人文 教授 佐藤 裕 

理 ２年 軽尾 浩晃 

●工 教授 豊岡 尚樹 

芸文 准教授 奥 敬一 

学務 課長 伊藤 文雄 

●人発 准教授 久保田 真功 

理 事務職員 濵田 紫織 

工 技術専門職員 桐 昭弘 

芸文 教授 野瀬 正照 

大セ 教授 橋本 勝 

人発 ４年 加賀見 尚子 

理 教授 田中 大祐 

工 事務職員 松原 宗士 

●芸文 教授 林 曉 

芸文 講師 平田 昌輝 

●人文 教授 恒川 正巳 

経済 ３年 高橋 伸英 

理 教授 柘植 清志 

芸文 助教 ペルトネン 純子 

学務 主任 横山 雅彦 

●人文 准教授 上保 敏 

人発 ４年 井上 裕也 

理 教授 渡邊 了 

芸文 教授 長柄 毅一 

学務 事務職員 塩沢 直也 

24



25

sab084
長方形



26

sab084
長方形



27

sab084
長方形



28

sab084
長方形



29

sab084
長方形



30

sab084
長方形



 

↑Ａグループ討議 

 

 

↑Ｃグループ討議 

 

 

↑Ｅグループ討議 

 

↑Ｂグループ討議 

 

 

↑Ｄグループ討議 

 

 

↑Ｆグループ討議 
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【グループ討議の感想】 

 

基調講演の後にファシリテーターという立場でグループ討議に参加した。 

富山大学各学部から集まった教員３名と事務職員１名、学生１名を交えての話し合いで

あった。最初は初顔合わせという事で少し硬い空気が流れた。しかし、自己紹介後にそれ

ぞれテーマに沿った意見を交換し、普段はあまり経験しない全学ＦＤの企画の中で、他学

部の教員や事務官がどのような思いで教育に携わっているかを直接聞くことが出来、参加

者にとっては有意義であったと思う。 

この全学ＦＤに参加する教員がもう少し多くなると、こうした議論も活発になるだろう

が、ＦＤを職務として位置付けないとどうしても大きな潮流にはならないと感じる。 

（Ｄグループ ファシリテーター 林 曉） 

 

先生方、職員の方とお話する機会は少なくないと思っている私だが、それでも今回の全

学ＦＤでは、学生とは異なる立場の、今まで知らなかった考えにたくさん出逢うことがで

きた。教員・職員・学生・周囲の人々。もし、皆にとって、富山大学が「よりよい場所・

意義のある場所・過ごしやすい場所」となることに価値を認めるのであれば、皆の「考え・

思い」を共有することのできる機会は、欠くことのできないものだと思う。このような場

に来ると、いつも私はそう感じさせられる。また、ここは、一学生として、先生方、職員

の方、そして学生に対して、１人でも多く、大学を価値ある場所へと高めるための、独り

よがりでない当事者意識を感じてほしいという切なる想いの実現を願う場でもある。 

（Ａグループ 参加学生 人間発達科学部３年 久保卓也） 

 

私が参加したグループでは、初めは硬い空気でアイスブレイクにやや時間を要した。し

かし、その後は基調講演に関連した話し合いが続くようになった。ただし、軸に沿って討

議するというよりかは連想的に話し合われた印象であった。よって、最後にワークシート

にまとめる際に一つのタイトルに収まるような状態ではなく、幾つか挙がった基調講演に

対する質問をそのまま記載することとなった。「討議」ということで、最終的に何らかの結

論や決議が導かれなければならなかったかもしれない。反面、初対面かつ短時間という条

件でそのようにすることは難しく、まとめることが意識されなかったことで、異なる立場・

視点で異なる関心事について自由に述べられ、普段は知りえない考えに触れられたと思う。 

（Ｆグループ 学務部学務課学務企画チーム事務職員 塩沢直也） 
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【全体討議】（要約は大学教育支援センター 橋本教授） 

 

各グループでの議論の後、再度、全体が集まり、他のグループでの議論を共有するとと

もに小田先生を含めて全体で討議する場を設定した。基調講演だけで帰られた参加者がい

た関係で、基調講演時に比べるとやや人数が寂しかったが、活発に意見交換がなされた。

各グループの討議の様子を適宜、参観されていた平井センター長も全体討議に加わられた。 
小田先生への質問ではまず「学部の専門性や科目の性格によってアクティブラーニング

がやりやすいものとそうでないものがあるのではないか」「体験型の学びと基礎力の育成の

関係をどう結びつけるか」というような問いかけがあったが、これに対し小田先生は「確

かにその点は重要だが、より重要なのは全体として学生が主体的な学びをするような雰囲

気がその大学に醸成されるかどうかだ」と回答された。また、「山形大学での数々の取組を

通じてどのような成果が出てきているか」という問いかけもあったが、「特に教育連携にお

いて県内外の高等教育機関や自治体等との結びつきが強まったことを実感しており、山形

大学に寄せられる期待の大きさを感じている。また、学内の教職員の教育に対する接し方

も年々進化している。」という回答があった。さらに、「変わりつつある現代社会において

大学教育はどうあるべきか」という根源的な問いも寄せられたが、これに対しては小田先

生は「社会のニーズに応える姿勢も大切で、特に教育機関という意識は構成員全体がしっ

かり持つべきだが、いたずらにニーズばかりを追いかけて、大学の本来あるべき姿を見失

ってはならない」とくぎを刺された。 
全体での意見交換という点では、特に山形大学が何年も前から実施している「授業評価

アンケートの結果公開」の有効性について議論がなされた。「数値だけが独り歩きしないよ

う慎重な吟味が必要」とか「数値に現れないその授業の長所・短所を見定めるべきだ」「公

開するなら利用のしやすさにも考慮すべきではないか」というような意見の他、参加して

いた学生からは「履修済みの科目の数値はあまり関心がない。むしろ、履修前にシラバス

等で確認できる方が良いし、できれば授業評価アンケートでその授業がどう変わったのか

が分かればなおよい」という意見なども出た。 
平井センター長からは、関連して、教育内容の質の担保という観点から、ＧＰＡ制とＣ

ＡＰ制の導入を現在進めているというアナウンスもあった。 
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全学ＦＤ２０１４ 参加者アンケート 

 

本日は、全学ＦＤ２０１４にご参加いただき、ありがとうございました。今後の企画の参考にさせ

ていただくため、アンケートにご協力をお願いします。（当てはまる番号に○を付けてください。） 

 

問１ 今回の企画の各パート及び全体について評価をしてください。 

 良
く
な
か
っ
た 

あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

お
お
む
ね
良
か
っ
た 

良
か
っ
た 

１）基調講演 １ ２ ３ ４ ５ 

２）グループ討議 １ ２ ３ ４ ５ 

３）全体討議 １ ２ ３ ４ ５ 

４）企画全体として １ ２ ３ ４ ５ 

 

問２（１）グループ討議は今回教員・職員・学生が混成のグループとしましたが、今後どうするべき

だと思いますか。 

１）このままでよい ２）教員・職員・学生別にするべきである 

３）その他（                                   ） 

 

（２）（１）の回答について、理由・意見があれば記入してください。 

 

 

 

問３ 開催時期について、どう思いますか。 

１）今のまま（１０月下旬）でよい ２）変えたほうがよい（時期：            ） 

 

問４ 今後、より多くの教員・職員・学生に全学ＦＤ研修に参加していただくために、良い考えがあ

れば記入してください。 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。最後にあなたの立場とご所属をお教えください。 

１）教員 ２）職員 ３）学生 

１）人文 ２）人間発達 ３）経済 ４）理 ５）工 ６）医 ７）薬 ８）芸術文化 

９）その他（                                   ） 
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結びに代えて 

 

 本年度の「全学ＦＤ２０１４」を開催するにあたり、春先に全学ＦＤタスクチームの中

に設置した全学ＦＤ推進ワーキンググループで検討し始めた時、最初に確認したことは、

各学部等で開催されているＦＤとの差別化を図るため、過去２年の全学ＦＤの３つの特徴

を継承することであった。具体的には次の３点である。 

１． 討議型ＦＤ 

２． 全構成員型ＦＤ 

３．楽しむＦＤ 

参加者の多くが自分の疑問や考えを率直に意見交換するグループ討議を研修の中核に据え、

事務職員や学生も参加者として加わる大学構成員全体でのイベントとして展開し、しかも、

できるだけ楽しく明るい雰囲気で開催しようというこの狙いはワーキンググループでもそ

の後のタスチーム会議でも大筋で了解され、基本的に前年度に倣った内容構成として企画

内容を詰め、準備を進めてきた。 

基調講演は地方国立大学としてはＦＤ関係で目立った存在の一つの山形大学で、長年、

ＦＤをリードされてきた小田隆治先生にお願いした。グループ討議にも参加してもらい、

楽しさとの関連で多少の失礼があっても問題にならないという条件があるので人選はある

程度限られたが、「北の情熱改革人」という多少くだけた枕詞も小田先生は笑顔で了承され

るなどスムーズに事は運んだし、全体としてはほぼ構想通りのものができたのではないか

と考えている。 

但し、問題となるのはやはり参加者の少なさであろう。当初、少し大風呂敷を広げ、参

加目標２００名ということを公言したが、実際の参加者は３ケタに届かなかった。本年度

は早い段階から実施日を各学部にアナウンスするなど広報に努め、ワーキンググループの

西谷教授を通じての依頼を受ける形で野上睦美助教にインパクトのあるポスターも作成し

て頂いたが残念がら十分な効果を上げることはできなかった。両氏には深く御礼申し上げ

るとともに、非力をお詫びする次第である。 

 「全学ＦＤ２０１５」も間もなく準備を始めねばと考えているが、既にいくつかのアイ

デアも寄せられており、自然に多くの参加者を呼び込めるような充実した内容にできるよ

う今後、鋭意努力したい。 

最後に、学務課の横山、塩沢両氏には、参加者としてだけではなく、裏方スタッフとし

て大変お世話になった。また、二人を軸としつつも、事務職員の多くの方にもお世話にな

った。大過なく開催できたことはそうした方々の御尽力の賜物とも考えている。心より感

謝したい。 

 

                        企画責任者（ＦＤ部門長） 

大学教育支援センター 

                             橋 本  勝 
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